
６ 令和６年度 長崎県児童生徒 体力・運動能力調査 実技結果の概要

（１） 平均値と前回（令和５年度）との比較（有意差検定による比較）

平均値が昨年度を上回っている項目は１２項目であった。前回調査では、44 項目で前年度の平

均値を上回っており、項目数は大幅に減少する結果となった。

① 小学校                               ② 中学校

➂ 高等学校（全日制）                   ④ 高等学校（定時制）

○は、令和５年度平均より上回っている種目

△は、令和５年度平均より下回っている種目

―は、令和５年度平均と同レベルの種目（有意差無し）

１２項目で昨年度の平均値を上回る



（２）総合評価の割合

①小学校

9 歳、10 歳では、男女共に A・Ｂ評価の割合より、Ｄ・Ｅ評価の児童の割合が多いが、11歳では

Ａ・Ｂ評価の割合が多くなっており、女子では、Ｄ・Ｅ評価の割合を上回った。

11歳で A・B評価の児童の割合が多い



②中学校

女子は、全ての年齢でA・B評価の割合がD・E 評価の割合を上回ったが、A・B 評価の割合は

減少していっていることがわかる。逆に、男子は A・B評価の割合が増加する

女子は A・B 評価の割合がD・E 評価の割合を上回る



➂高等学校（全日制）

全ての年齢で、男女ともに A・B評価の生徒の割合がD・E 評価の生徒の割合を上回った。ま

た、男女共に年齢が上がるにつれて、D・E 評価の割合が減少していることがわかる。

男女共に A・B評価の割合がD・E 評価の割合を上回る



④高等学校（定時制）

1７歳男子で、A・B 評価の生徒の割合が最も多い結果となった。しかし、全ての年齢において、男

女共にＤ・Ｅ評価の生徒の割合が高い結果となった。

1７歳男子でA・B評価の生徒が最も多い



（３）各学年の結果の詳細

①小学校 第４学年

男子は「ソフトボール投げ」で昨年度の全国平均値を上回る



②小学校 第５学年

男子は「ソフトボール投げ」で昨年度の全国平均値を上回る



➂小学校 第６学年

男女共に「ソフトボール投げ」で昨年度の全国平均に近い記録



④中学校 第１学年

女子の総合判定が「B」



⑤中学校 第２学年

女子の総合判定が「B」



⑥中学校 第３学年

「20m シャトルラン」で男女共に昨年度の全国平均を上回る



⑦高等学校（全日制） 第１学年

「持久走」「２０ｍシャトルラン」で昨年度の全国平均を上回る



⑧高等学校（全日制） 第２学年

男子の総合判定が「B」



⑨高等学校（全日制） 第３学年

「２０ｍシャトルラン」で昨年度の全国平均値を大きく上回る



⑩高等学校（定時制） 第１学年

男女共に「５０ｍ走」で昨年度を上回る



⑪高等学校（定時制） 第２学年

男子は全ての種目で昨年度の記録を上回る



⑫高等学校（定時制） 第３学年

男女ともに「５０ｍ走」で昨年度の記録を上回る



⑬高等学校（定時制） 第４学年

男子は全ての種目で昨年度の記録を上回る


